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料

　
　
〈
解
題
〉

　

本
稿
は
、京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
の
写
本『
盗
賊
配
分
金
銀
之
辨　

全
』

の
翻
刻
紹
介
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
』で
は「
雑

記
」
に
分
類
さ
れ
、
本
稿
で
底
本
と
し
た
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
の

み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
「
京
都
大
学
図
書
館
蔵
」

と
あ
る
）。
諸
本
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
成
立
は
奥
書
か
ら
正
徳
五
年
三
月

と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
は
、
後
筆
と
思
わ
れ
る
音
合
の
符
号
、
振
り
仮
名
、
送

り
仮
名
、
返
り
点
、
白
丸
点
、
朱
引
き
な
ど
が
朱
に
よ
っ
て
多
数
施
さ
れ
て
お
り
、

音
読
に
よ
る
享
受
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
書
の
性
格
を
列
挙
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

○
何
ら
か
の
教
導
や
唱
導
と
結
び
つ
い
て
享
受
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
資
料

で
あ
る
。

　

○
盗
賊
説
話
が
成
長
し
、
講
釈
等
に
利
用
さ
れ
て
い
く
展
開
の
一
側
面
を
示

す
資
料
で
あ
る
。

　

○
江
戸
時
代
小
説
な
ど
の
当
世
批
判
に
一
脈
通
じ
る
、
識
者
に
よ
る
講
義
用

ノ
ー
ト
や
掌
篇
雑
記
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。

　

○
表
記
や
使
用
語
彙
等
を
含
め
、
儒
学
を
援
用
し
た
民
間
教
化
の
一
端
を
示

す
資
料
で
あ
る
。

　

○
宝
永
・
正
徳
期
に
お
け
る
京
都
在
住
の
儒
学
者
（
識
者
）
の
有
り
様
、
及

び
朱
子
学
を
め
ぐ
る
諸
相
を
示
唆
す
る
資
料
で
あ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
楷
書
で
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
初
筆
大
字
の

行
数
や
字
数
が
整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
著

者
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

話
の
導
入
及
び
縦
糸
と
し
て
利
用
さ
れ
、
題
名
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
「
盗
賊

配
分
説
話
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
同
趣
向
の
咄
は
、既
に
『
醒

睡
笑
』（
広
本
系
写
本
）
巻
三
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
仲
間
内
の
誰
か
が
戦
利

品
の
一
部
を
盗
ん
だ
こ
と
は
明
白
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
頭
目
は
「
仲
間
に
手

の
長
い
人
間
は
い
な
い
」
と
笑
っ
て
す
ま
せ
る
、
と
い
う
笑
話
仕
立
て
に
な
っ
て

い
る
。
対
す
る
に
、本
書
の
作
者「
恕
子
」は
同
趣
の
話
材
か
ら
笑
い
を
切
り
離
し
、

教
化
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。
頭
目
の
言
葉
を
文
字
通
り
に
解
す
る
こ
と
で

盗
賊
の
格
物
と
視
野
狭
窄
を
示
し
、「
自
分
た
ち
の
有
り
様
を
客
観
視
で
き
な
い
」

当
世
学
者
批
判
・
半
可
通
批
判
に
繋
げ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
盗
賊
達
の
戦
利
品

分
配
中
に
紛
失
し
た
「
二
朱
判
」
は
元
禄
十
年
六
月
に
始
め
て
鋳
造
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
時
の
も
の
は
宝
永
七
年
四
月
ま
で
通
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（『
図
録

宮　

澤　

照　

恵　

（
一
）
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（
二
）

丁
付　

な
し

框
郭　

な
し

奥
付　

十
六
丁
表　
「
于
時
／
正
徳
五
未
年
清
明
日
／
洛
陽
二
条
於
于
嵯
峨
口
書

之
／
奈
佐
氏
／
恕
子
」

印
記　

単
郭
朱
方
印
（
四
・
五
㎝
）「
京
都
大
学
図
書
之
印
」、双
郭
墨
堕
円
印
（
三
・

六
㎝
×
五
・
二
㎝
）「
京
大
／
８
５
４
５
９
５
／
昭
和
24
．
１
．
12
」

　
　
〈
凡
例
〉

一
、
翻
字
に
際
し
て
は
、
原
本
を
尊
重
し
つ
つ
印
刷
の
都
合
及
び
通
読
の
便
を
考

慮
し
て
、
表
記
形
式
等
を
工
夫
し
改
め
た
所
が
あ
る
。

一
、
本
文
は
、
原
本
の
丁
付
・
配
行
に
か
か
わ
り
な
く
追
い
込
み
と
し
た
。
た
だ

し
、
各
丁
の
表
・
裏
の
末
尾
に
（
２
ウ
）
の
如
く
丁
付
を
記
し
た
。

一
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
挿
話
の
箇
所
な
ど
に
私
意
に
よ
る
段
落
を
設
け
、

会
話
に
は
「　

」
を
付
し
た
。
行
ア
キ
・
付
註
は
原
本
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
墨
補
筆
は
、
原
本
に
倣
い
右
寄
の
片
仮
名
小
字
で
翻
字
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
慣
用
表
記
に
つ
い
て
は
、
正

字
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
「
（
イ
フ
）
コ
コ
ロ
」
や
合
字
体
の
「
ト
モ
」
「
コ
ト
」
「
（
ト
）
シ
テ
」

「
シ
メ
」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
行
の
表
記
に
開
い
た
。
仮
名
の
「
子
」
は

「
ネ
」
と
し
た
。

一
、
原
本
に
は
一
ヶ
所
（
一
丁
裏
六
行
目
「
者
ハ
ナ
キ
ガ
」
）
を
除
い
て
濁
点
が

な
い
が
、
翻
字
文
で
は
私
意
に
よ
り
濁
点
を
付
し
た
。

一
、
原
本
の
朱
筆
に
よ
る
白
丸
点
は
、
翻
字
文
で
は
読
点
ま
た
は
句
点
に
よ
っ
て

示
し
た
。
十
丁
裏
五
行
目
以
降
の
句
読
点
が
な
い
約
五
丁
分
に
つ
い
て
は
、

私
意
に
よ
り
句
読
点
を
加
え
た
。

日
本
の
貨
幣　

３
』）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
初
稿
成
立
時
期
は
自
ず
か
ら
限

定
さ
れ
、
奥
付
の
正
徳
五
年
か
ら
若
干
遡
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
身
近
な
盗

人
配
分
説
話
に
、
わ
ず
か
二
・
二
一
グ
ラ
ム
の
「
二
朱
判
」
が
取
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
説
得
力
と
臨
場
感
、同
時
代
性
が
加
わ
り
、
俄
然
生
き
た
話
に
な
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
翻
刻
紹
介
者
は
、
こ
の
説
話
部
分
に
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
一
「
大

晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
」
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
〈
書
誌
〉

所
蔵　

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
写
本
。（
国
文
学
／
Ｎ
ｑ
／
９
）

書
形　

大
本
。
一
冊
。
仮
綴
。

表
紙　

原
装
、
本
文
共
紙
。
縦
二
十
三
・
六
㎝
×
横
十
七
・
二
㎝

外
題　
「
盗
賊
配
分
金
銀
之
辨　

全
」
中
央
墨
直
書

内
題　

な
し

字
高　

十
六
・
五
㎝
（
一
丁
表
）

字
数　

大
字
一
行
十
一
字
、　

た
だ
し
「
註
」
は
二
段
下
げ
一
行
九
字
。
大
字
に

つ
い
て
は
、
字
数
・
行
数
・
字
高
共
に
統
一
性
が
見
ら
れ
る
。

行
数　

八
行
、
た
だ
し
一
丁
表
の
み
七
行
。

補
筆
・
後
筆　

墨
右
寄
小
字
に
よ
る
送
り
仮
名
の
補
筆
、
朱
に
よ
る
送
り
仮
名
・

振
り
仮
名
・
返
り
点
・
白
丸
点
の
後
筆
、
書
名
・
人
名
・
年
号
・
地
名
へ

の
朱
引
。

句
読
点　

朱
後
筆
白
丸
点
。
た
だ
し
、
結
語
を
除
く
十
丁
裏
五
行
目
以
降
の
漢
文

体
部
分
に
は
句
読
点
が
な
い
。

丁
数　

本
文
十
五
丁
、
奥
付
〇
・
五
丁
。
紙
数
一
六
丁
。
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〈
翻
刻
〉

盗
賊
配
分
金
銀
之
辨　

全

　

ア
ル
所
ニ
、
童
﹇─

へ
﹈
共
寄
﹇
リ
﹈
合
﹇
ヒ
﹈、
物
│
語
シ
居
ケ
ル
中

﹇
ナ
カ
﹈ニ

、

一
│
人
語
ケ
ル
ハ
、「
盗
│
人
金
ヲ
盗
﹇─

ミ
﹈
取
テ
、
同
│
類
寄
│
集
﹇
リ
﹈、

頭﹇
ト
ウ

│
取ド

リ
﹈ノ

大
│
将
、
下
│
知
シ
テ
、
配
│
分
ニ
及
ブ
時
、
小
│
判
小

│
粒
ノ
中

﹇
ウ
チ
﹈ニ

、
二
│
朱
│
判
一
ツ
交

﹇
マ
ジ
リ
﹈リ

ア
リ
。
各
等
│
分
ニ
、
分
ケ
与

ヘ
テ
後
ニ
、『
カ
ノ
二
│
朱
（
１
オ
）　
│
判
ハ
』
ト
問
ヘ
バ
、『
コ
ゝ

ニ
モ
無
シ
、
カ
シ
コ
ニ
モ
見
ヘ
ズ
』
ト
云
テ
、
兎
│
角
出
ズ
。『
今

迄
爰
ニ
有
シ
』
ト
、
尋
レ
ド
モ
ナ
シ
。
其
﹇
ノ
﹈
時
、
頭
│
取
ア
キ
レ

テ
、『
サ
テ
モ
不
│
審
也
。
此
│
中
ニ
、
手
ノ
早
キ
者
ハ
、
ナ
キ
ガ
』

ト
云
テ
、
笑
テ
、
分
│
散
セ
シ
」
ト
語
テ
、
笑
ヒ
ド
ヨ
メ
キ
ヌ
。

　

予
、
是
ヲ
聞
テ
思
フ
。（
１
ウ
）　

今
ノ
学
│
者
ハ
、
聖
│
賢
ノ
心

﹇
ム
ネ
﹈

ヲ
、
知
リ
得
タ
リ
ト
思
ヒ
、
其
﹇
ノ
﹈
志
﹇
シ
﹈
ヨ
リ
ハ
、
慎
ミ
、
謙
│
譲
ノ

心
、
イ
サ
ゝ
カ
ナ
ク
、
広
ク
、
聖
│
経 

賢
│
伝
ノ
旨
ヲ
、
発
│
明
シ

タ
リ
。　
易
経
ヲ
能
﹇
ク
﹈
通
│
達
シ
、
常
ニ
、「
是
而
│
己
用
ルレ
之
（
ヲ
）」

ナ
ド
云
ヒ
、「　　
程
朱
ニ
誤
リ

多
キ
」
ナ
ド
ゝ
広
│
言
ス
。
又
、「
是

一
、
原
本
の
朱
筆
に
よ
る
音
合
の
符
号
は
、
翻
字
文
で
は
原
本
の
位
置
に
「
―
」

を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
示
し
た
。

一
、
朱
筆
・
朱
引
・
音
合
の
符
号
な
ど
は
、
次
の
記
号
に
よ
っ
て
示
し
た
。

　
　
﹇　

﹈　

朱
に
よ
る
加
筆

　
　
　
―　　

音
合
の
符
号

　
　
（　

）　

翻
字
者
に
よ
る
注
（
正
字
・
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
等
）

　
　

　

朱
引
一
本
線

　
　

　

朱
引
二
本
線

（
三
）
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（
四
）

　

茲
﹇
コ
ゝ
﹈ニ

、
遠
│
国
ヲ
隔
﹇
テ
﹈
闘
│
剣
ノ
術
ヲ
、
互
ニ
、
無﹇
ク
﹈

二　
　

間
│
断
一

修
│
行
ス
、
同
│
門
ノ
者
ア
リ
。
年
│
久（
シ
）﹇
ク
﹈
対
│
話
セ
ズ
。
ア
ル
ト

キ
、
西
│
国
ノ
師
ヨ
リ
、
弟
│
子
ノ
中
業
│
能
ク
、
第
│
一
ト
思
フ
者

ヲ
、
東
│
国
ノ
師
ノ
所
（
４
オ
） 　

へ
、
差
│
下
シ
、
見
│
舞
ト
称
（
シ
）

テ
、
剣
│
術
ノ
位
ヲ
窺
（
ハ
）
シ
ム
。
東
│
国
ニ
下
│
向
シ
、
互
ノ
安
│

否
尋
│﹇ネ
﹈
問
ヒ
、
事
│
終
﹇
ル
﹈
ト
、
東
│
国
ノ
師
│
匠
ガ
云
ク
。「
定（
メ
）

テ
其
方（
ガ
）師
│
匠
、
心
│
術
共
ニ
、
上
│
達
シ
タ
ラ
メ
。
如
│
何
ヨ

ウ
ノ
事
ゾ
」
ト
尋
ヌ
。
弟
│
子
ノ
曰
﹇
ク
﹈。「
吾
│
（
ガ
）師
、
西
│
国
ニ
並
﹇
ブ
﹈

者
無
シ
。
ヲ
ヨ
ソ
、無
│
形
ニ
至
ル
」（
４
ウ
）　

ト
答
フ
。
又
問
フ
。「
師

モ
サ
ヨ
ウ
云
ハ
ル
ゝ
カ
」
ト
尋
ヌ
。「
成
ホ
ド
師
モ
、『
恐
ル
ゝ
者

ナ
シ
。
予
ハ
、
無
│
形
ノ
兵
│
法
ナ
ル
ト
、
人
モ
誉
﹇
メ
﹈、
尤
吾
モ
得
タ

リ
。
習
ヒ
学（
ブ
）ベ
シ
』
ト
宣
フ
」
ト
云
フ
。
其
﹇
ノ
﹈
時
東
│
国
ノ
師
、

大
ニ
欺

﹇
ア
ザ
ワ
ラ
フ
﹈

＿
笑
テ
、「
此
上﹇

ウ
ヘ
﹈、

聞（
ク
）ニ
モ
、
見（
ル
）ニ
モ
及
バ
ズ
。
心

│
術
ト
モ
ニ
、
昔
ニ
替
（
５
オ
）
（
ラ
）ズ
、
同
﹇
ジ
﹈
位
﹇
ヒ
﹈
ニ
留
リ
テ
、

ワ
ル
功
付
テ
、
返
（
却
）
テ
下
│
段
ニ
、
位
ス
ト
見
ヘ
ヌ
。
自
│
讃

其
﹇
ノ
﹈
験
﹇
シ
﹈
明
﹇
カ
﹈
也
。
況
、
其
│
方
﹇
ノ
﹈
剣
│
術
ニ
ハ
、
無
│
形
ト

云
﹇
フ
﹈
詞
ハ
云
﹇
ヒ
﹈
テ
モ
、
心
ニ
得
ル
場
ニ
モ
、
眼
ニ
見
ユ
ル
所
ニ
モ

非
ズ
。
師
│
匠
│
殿
サ
ヘ
知
レ
タ
リ
。
書
│
中
ニ
、
秘
│
蔵
ノ
弟
│
子
ト

│
等
ノ
見
│
解
違
ヘ
リ
。
予
ハ
、（
２
オ
）　

 　
朱
子
派
ノ
学
ヲ
、

尊
│
信
ス
」
ト
云
ヲ

聞
﹇
ケ
﹈
バ
、 　
朱
子
流
ト
題
│
号
シ
、
是
モ
イ

ツ
シ
カ
、 　
　朱
文
公
ヲ
、
腰
ニ
付
タ
ル
ヨ
ウ
ニ
ス
。
聖
│
門
ノ
学

ニ
、
何
│
流
、
何
│
派
ノ
学
ト
云
事
ヲ
聞
ズ
。
学
ヲ
誰
ニ
受
ク
、
誰

ニ
授
﹇
ク
﹈
ト
ハ
見
へ
侍
ル
。
聖
│
門
ノ
外
ニ
、
自
│
見
、
自
│
悟
ヲ
建

│
立
シ
、
誰
﹇
レ
﹈
流
、
何
﹇
ニ
﹈
派
、（
２
ウ
）　

ナ
ド
云
フ
、
異
│
端
ノ

輩
ハ
、
名
│
目
品
│
々
ア
リ
。
是
﹇
レ
」
悉
ク
、
学
之
門
ニ
志
シ
ト
、
教
﹇
へ
﹈

ト
、此
二
ノ
差
ヨ
リ
、
一
│
歩
万
│
里
ノ
違
﹇
ヒ
﹈
ト
成
テ
、
追﹇
ヒ
﹈

レ　

月
﹇
ヲ
﹈

経
﹇
フ
ル
﹈

レ　

年
﹇
ヲ
﹈
ニ
随
テ
、
日
│
用
当
│
行
ノ
教
ニ
離
レ
、
益
﹇
ス
﹈、
自
│

得
不
│
肖
ノ
身
ノ
、
助
ト
成
﹇
ル
﹈
事
無
シ
テ
、
翔﹇
リ
﹈

二　

虚
│
遠
﹇
ニ
﹈

一　

、
身

ヲ
害
ヒ
、学
ヲ
廃
ル
ニ
至
ル
。
吾
先
│
生
ノ
（
３
オ
）　

教
ヲ
貴
（
ミ
）
テ
、

入
│
徳
受
│
用
ノ
学
ノ
、
至
│
尊
タ
ル
事
ヲ
、
深
ク
信
│
用
セ
ザ
ラ
ン

ヤ
。
其
﹇
ノ
﹈
利
│
害
得
│
失
、
挙﹇
テ
﹈

レ　

之﹇
ヲ
﹈
記﹇
ス
﹈
ニ
タ
ラ
ズ
。

　
　　
　近
思
録
ニ
曰
、
人
謂
﹇
ハ
ゞ
﹈

レ　
　

要
二﹇ス
ト
﹈
力
│
行
﹇
ヲ
﹈

一　
　

、
亦
│
只
│
是
、

浅
│
近
﹇
ノ
﹈
語
、
ト
ア
リ
。
不
│
幸
ニ
シ
テ
、
時
ニ
会
ハ
ズ
、
聖
│
賢
ナ

リ
ト
思
ヒ
、
自

﹇
ミ
ヅ
カ
ラ
﹈モ

言
ニ
含
ミ
、書
ニ
顕
﹇
ス
﹈
ハ
、甚
﹇
ダ
﹈、誤
タ
ル
非（
３

ウ
）
　

哉
。
又
、行（
ハ
）ズ
ン
バ
、学
﹇
ニ
﹈
非
﹇
ズ
﹈
ト
、専
ニ
勧
﹇
メ
﹈
教
ユ
。

知﹇
シ
ル
ノ
﹈一

﹇
ツ
﹈
成
﹇
ル
﹈
事
ヲ
、
曾
テ
、
知（
ラ
）ザ
ル
ニ
出
ヅ
。
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盗
│
（
ミ
）奪（
フ
）ト
、盗
タ
ル
心
モ
ナ
ク
、我
│
物
ノ
如
﹇
ク
﹈
ニ
思
フ
。
是
﹇
レ
﹈

モ
、
盗
ノ
格
│
物
無
二﹇ク
﹈
間
│
断
一
、
積
│
累
ノ
功
、
至
リ
至
テ
、
不
レ

思
不
レ
知
ノ
、
自
│
然
ト
云
ツ
ベ（
７
ウ
）　

シ
。
此
│
等
ノ
意
│
味
、

能
﹇
ク
﹈
勘
│
弁
シ
テ
、察
セ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
。
魚
ハ
水
│
中
ニ
住

﹇
ス
ム
﹈故

﹇
ヘ
﹈

ニ
、
水
ニ
住
﹇
ム
﹈
ト
云（
フ
）コ
ト
ヲ
不
レ
知
。
人
ハ
道
ノ
中

﹇
ウ
チ
﹈ニ

居﹇
イ
﹈テ

、

道
ノ
中
ニ
居﹇

ヲ
﹈ル

事
ヲ
不
レ
顧
。
湏
│
更（
須
│
臾
）
モ
道
ノ
、
離
レ
ヌ

事
ノ
、
教
ヲ
モ
自
│
得
セ
ズ
。

　

盗
│
人
モ
忍
テ
、
人
ノ
財
│
宝
ヲ
盗
メ
バ
、
善
│
道
ヲ
ナ
ス（
８
オ
）

 　

ト
ハ
、
思
ハ
ネ
ド
モ
、
性
│
質
ア
シ
ク
、
彼
﹇
ノ
﹈
道
ニ
沉
│
溺
シ
、
入
﹇
リ
﹈

入
テ
ハ
、左
ノ
如
﹇
ク
﹈
ニ
コ
ソ
思
﹇
フ
﹈
ラ
メ
。
魚
モ
過

﹇
ア
ヤ
マ
ツ
テ
﹈テ

、網
ニ
掛
リ
、

鉤
ニ
上
﹇
ア
ゲ
﹈ラ

レ
テ
、水
ヲ
離（
レ
）テ
水
ヲ
知（
レ
）リ
。
人
モ
、理
ヲ
背
﹇
ヒ
﹈

テ
、
運
ツ
キ
、
道
│
絶
﹇
ヘ
﹈
テ
、
一
│
理
ノ
中
ニ
、
孕

﹇
ハ
ラ
マ
レ
﹈レ

ナ
ガ
ラ
、
道

ヲ
破
（
リ
）
テ
害
ニ
逢
ヒ
、
至﹇
テ
﹈

レ　
　

茲
﹇
ニ
﹈、
非
│
道
ヲ
悔
ユ
。（
８
ウ
）　

　

世
ノ
学
者
、聖
│
人
ノ
道
ハ
、天
│
地
ト
等（
シ
）ク
、高
│
明
無
│
窮
ノ
、

深
│
理
ア
ル
事
ヲ
不
レ
知
。
意
│
味
、
位
ノ
ア
ル
事
ヲ
モ
、
曽
テ
不
レ
弁

シ
テ
、
記
│
聞
ノ
、
雑
│
博
（
駁
）
│
学
│
問
ヨ
リ
、
管
│
見
ヲ
以
﹇
テ
﹈、

自
ラ
称
（
シ
）テ
、
聖
│
域
ニ
至
リ
ト
覚
へ
、
聖
│
賢
ノ
ヨ
ウ
ニ
思
ヒ
、

聖
│
賢
ノ
経
│
伝
ニ
、善
│
悪
ヲ
評
ス
。
誠
ニ
、惑
（
フ
）
ル（
９
オ
） 　

ノ
、

ア
リ
。
斯
ク
云
テ
モ
、
実
ニ
仕
│
合
（
ハ
セ
）
テ（
５
ウ
）　

見
ザ
レ
バ
、
知

レ
ズ
」
ト
テ
、
立
│
合
ケ
レ
バ
、
元
ヨ
リ
未
│
熟
故
、
悉
ク
打
＿
落
シ
、

蹴
│
落
シ
ナ
ン
ド
シ
テ
、遥
ニ
遠
キ
ゾ
。「
随
│
分
修
│
行
セ
ラ
ル
ベ
シ
。

此
│
方
ナ
ド
、
此
一
│
事
、
多
│
年
一
筋
ニ
、
余
│
事
ナ
ク
、
間
│
断

セ
ズ
シ
テ
サ
ヘ
、意
│
味
位
ナ
ド
、深
│
長
ニ
シ
テ
、死
ス
ル
マ
デ
勤（
メ
）

タ
リ
ト
モ
、（
６
オ
）　

望
ミ
ノ
場
ヘ
ハ
、
到
│
着
ナ
ル
マ
ジ
ト
、
思
ハ

ル
ゝ
」
ト
謂
テ
、
返
シ
ケ
ル
ト
ゾ
。

　

是
ヲ
彼
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
能
│
々
慎（
ミ
）テ
、
実
ニ
、
観
│
察
ス
ベ
キ

ニ
非（
ズ
）ヤ
。
聖
│
賢
ハ
一
│
生
終
ヒ
ニ
、聖
ナ
リ
ト
ハ
知
﹇
リ
﹈
給
ハ
ズ
。

外
ヨ
リ
聖
ナ
リ
ト
、
称
シ
奉
テ
モ
、
尚
、
イ
サ
ゝ
カ
、
ソ
レ
ト
ハ
思
シ

召
給
ハ
ズ（
６
ウ
）　

ト
見
ユ
。
当
│
世
ノ
人
、
物
│
学
ブ
族
、
吾
│
等

如
キ
ハ
、
少
、
耳
ウ
タ
セ
シ
事
ハ
、
早

﹇
ハ
ヤ
﹈、

自
│
得
シ
タ
リ
ト
合
│
点
シ
、

意
│
味
、
位
ノ
場
ヲ
知
ラ
ズ
、
外
ニ
云
ヒ
フ
ケ
ラ
シ
、
行
フ
ナ
ド
ゝ
心
│

得
ユ
。
智
│
徳
ア
ル
人
ニ
、
愚
│
慮
短
│
才
ヲ
、
見
│
捜（
サ
）レ
、
自
ラ

恥
ヲ
顕
シ
、
笑
ヲ
招（
ク
）ト
云
ツ
ベ
シ
。
呼
│
鳴
、
慎
ミ
顧
テ
、（
７
オ
）

恐
レ
守
リ
、
勤（
メ
）ザ
ラ
ン
ヤ
。

　

カ
ノ
盗
│
賊
ハ
、
拙
ク
、
非
│
道
ノ
至
│
極
、
賤
キ
道
ト
云
ヘ
ド
モ
、

入
リ
入
テ
、
己
﹇
レ
﹈
モ
徒

（
ト
モ
ガ
ラ
）モ

、
己
ガ
身
、
盗
│
人
タ
ル
事
ト
、
人
ノ
財
ヲ
、

（
五
）
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（
六
）

乎（
10
ウ
）　

弟
﹇
ニ
﹈

一　

以
﹇
テ
﹈
事
レ﹇ル
コ
ト
﹈
兄
﹇
ニ
﹈
、
未﹇
ダ
﹈

﹇
ズ
﹈レ
能
﹇
ハ
﹈
也
。
所
レ

求
二﹇ル
﹈
　

乎
朋
│
友
﹇
ニ
﹈

一　

先
﹇
ヅ
﹈
施
レ
﹇
ス
コ
ト
﹈
之
﹇
ヲ
﹈、
未
﹇
ダ
﹈

﹇
ズ
﹈
レ

能
﹇
ハ
﹈
也
。

庸﹇
ツ
ネ
ノ
﹈　徳

之
﹇
コ
レ
ヲ
﹈│

行
﹇
ヒ
﹈、
庸
﹇
ノ
﹈
言

﹇
コ
ト
﹈之﹇

レ
ヲ
﹈
謹
﹇
ム
﹈。
有
レ﹇レ
バ
﹈
所
レ

不
レ﹇ル
﹈ 

足
﹇
ラ
﹈
、
不﹇
ズ
﹈

二

敢
﹇
テ
﹈
不
﹇
ン
バ
ア
ラ
﹈
勉
。
有
レ﹇レ
バ
﹈
余
﹇
リ
﹈
不﹇
ズ
﹈

二

敢
﹇
テ
﹈

尽
一﹇サ
﹈

　

。
言

﹇
コ
ト
﹈顧

レ﹇ミ
﹈
行
﹇
ヲ
﹈
、
行
顧
レ﹇ル
﹈
言
﹇
ヲ
﹈
。
君
│
子
胡

﹇
ナ
ン
ゾ
﹈　

不　﹇
ザ
ラ
ン
﹈

二

慥
│

々
│
爾
一﹇ナ
ラ
﹈
　
。

　
　

註

求
﹇
ハ
﹈
猶
﹇﹇
ヲ
﹈

シ
﹈
レ
責
﹇
ノ
﹈
也
。
道
不
レ﹇ズ
﹈遠

レ﹇カ
ラ
﹈人
﹇
ニ
﹈。
凡
﹇
ソ
﹈

己
﹇
ガ
﹈
所

二│
以
﹇
ノ
﹈
責
﹇
ル
﹈

 

　

人
﹇
ヲ
﹈
者
﹇
ハ
﹈、
皆
道
﹇
ノ
﹈
之（
11

オ
）
　

 

所
レ﹇ナ
リ
﹈当
﹇
ニ
﹈

﹇
ベ
キ
﹈
レ
然
﹇
ル
﹈
也
。
故
﹇
ニ
﹈
反﹇
ト
シ
テ
﹈

レ　
　

之
﹇
ヲ
﹈、

以
﹇
テ
﹈
自
﹇
ラ
﹈
責
﹇
テ
﹈、
而
﹇
シ
テ
﹈
自
﹇
ラ
﹈
修
﹇
ム
﹈
焉
。
庸
﹇
ハ
﹈

平
│
常
﹇
ナ
リ
﹈
也
。
行
﹇
ハ
﹈
者
踏
﹇
ム
﹈

二　

其
﹇
ノ
﹈
実
﹇
ヲ
﹈

一　

。
謹
﹇
ハ
﹈

者
択
二
其
可
一﹇ヲ
﹈
　

。
徳
不
﹇
シ
テ
﹈

レ　

足
﹇
ラ
﹈
而
勉
﹇
レ
バ
﹈、
則
行
﹇
ナ
ヒ
﹈

益﹇─

く
﹈
力

（
つ
と
）﹇

ム
﹈。
言
有
レ﹇テ
﹈余
﹇
リ
﹈
而
訒

（
シ
ノ
）﹇

ベ
バ
﹈、
則
謹
﹇
コ
ト
﹈
益

﹇─

く
﹈
至
﹇
ル
﹈。
謹
﹇
ノ
﹈
之
至
﹇
リ
ハ
﹈、
則
言
﹇
ト
﹈
顧
レ﹇ル
﹈行
﹇
ヲ
﹈
矣
。

行
﹇
ナ
ヒ
ノ
﹈
之
力
﹇
メ
バ
﹈、
則
行
顧
レ﹇ル
﹈言
﹇
ヲ
﹈
矣
。
慥
│
慥
﹇
ハ
﹈

篤
│
実
﹇
ノ
﹈
顔
、
言

（
イ
フ
）﹇

コ
コ
ロ
ハ
﹈
君
│
子
之
言
│（
11
ウ
）　
│
行

甚
﹇
キ
﹈
ニ
非（
ズ
）哉
。
志
ス
所
違
﹇
ヒ
﹈
テ
、学
ヲ
誤
リ
侍
ル
ヨ
リ
起
ル
。

依﹇
テ
﹈

レ　

之
﹇
ニ
﹈、
至
レ
リ
、
知
レ
リ
ト
思
﹇
ヒ
﹈
テ
、言
ニ
発
シ
、書
ニ
記
ス
。

　

是
﹇
レ
﹈
全
ク
、入
│
徳
ノ
門
ニ
望
﹇
ム
﹈
ニ
、相
﹇
ヒ
﹈
似
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、

志
﹇
ス
﹈
所
ニ
違
﹇
ヒ
﹈
有
テ
、
実
│
地
ヲ
不
﹇
ズ
﹈レ

踏（
マ
）。
取
ベ
キ
物
ハ
、
採

テ
試
﹇
ミ
﹈、可﹇
キ
﹈

レ　

 

踏（
ム
）モ
ノ
ハ
、踏
テ
不
﹇
ズ
﹈レ 

試
﹇
ミ
﹈。
入
レ
リ
ト
シ
テ
、

（
９
ウ
）　 

出
ル
ノ
違
﹇
ヒ
﹈、
可﹇
キ
ノ
﹈

二　

恐
│
懼
﹇
ス
﹈

一　
ノ
甚
﹇
キ
﹈
ナ
リ

　

彼
﹇
ノ
﹈
盗
│
人
ノ
頭
│
取
ニ
ハ
、
善
│
悪
異
﹇
リ
﹈
ト
云
ヘ
ド
モ
、
実
│

地
ニ
至
リ
不﹇
ル
﹈

レ　

到（
ラ
）ハ
、
抜
│
群
ニ
非﹇
ヤ
﹈

レ　

劣
﹇
ル
ニ
﹈
哉
。
心
ヲ
付
テ

ナ
ス
ト
、
自
│
然
ト
、
意
ナ
ク
シ
テ
ナ
ス
ト
ハ
、
黒
│
白
ノ
差
ト
可
シレ

知
﹇
ル
﹈。

　

弥
、
先
│
生
ノ
教
ヲ
守
リ
、
サ
シ
ウ
ツ
ム
キ
テ
、
反
レ﹇フ
ト
シ
テ
﹈己
﹇
ニ
﹈、

実
ニ
、
格
│
物
致
│（
10
オ
）　
│
知
ノ
功
ヲ
積
テ
、
其
﹇
ノ
﹈
物
其
﹇
ノ
﹈

事
ノ
理
ヲ
、
一
ツ

く
、
能
﹇
ク
﹈
自
│
得
シ
、
最
│
吟
間
│
断
ナ
フ
シ
テ
、

勤
│
学
厚
カ
ラ
シ
ム
ル
ノ
、
外
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

　

君
│
子
﹇
ノ
﹈
之
道
四
﹇
ツ
﹈
、 

丘 

未﹇
ダ
﹈

﹇
ズ
﹈
レ
能﹇
ク
セ
﹈

レ　

一﹇
ツ
ヲ
モ
﹈
焉
。
所
レ

求
﹇
ル
﹈

二　

乎
子
﹇
ニ
﹈

一　

以
﹇
テ
﹈
事
レ﹇ル
コ
ト
﹈
父
﹇
ニ
﹈
、
未
﹇
ダ
﹈

﹇
ズ
﹈
レ

能
﹇
ハ
﹈
也
。
所
レ

求
﹇
ル
﹈

二　

乎
臣
﹇
ニ
﹈

一　

以
事
﹇
ル
コ
ト
﹈

レ　
　

君
ニ

、
未
﹇
ダ
﹈

﹇
ズ
﹈レ
能
﹇
ハ
﹈
也
。
所
レ

求
﹇
ル
﹈

二　
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乃﹇
ス
﹈（
ナ
ハ
チ
）自﹇
ミ
﹈（
ヅ
カ
ラ
）謂

二﹇フ
ハ
﹈

　

、
我
﹇
レ
﹈
能
﹇
ク
﹈
知
レ﹇リ
﹈

　

言
﹇
ヲ
﹈
又
善
﹇
ク
﹈

養﹇
ト
﹈

　

気
﹇
ヲ
﹈。
則
是
﹇
レ
﹈
兼
二﹇テ
﹈言
│
語
徳
│
行
一
、而
有
レ﹇リ
﹈之
﹇
レ
﹈。

然
﹇
レ
バ
﹈
則
、
豈
不
二﹇ル
﹈既

│﹇
ニ
﹈ 

聖
一﹇ナ
ラ
﹈矣
﹇
ヤ
﹈
乎
。
此
夫
│
子
﹇
ハ
﹈

指
二﹇ス
﹈ 

孟
子
一ヲ 

。
程
子
曰
、
孔
子
（
13
オ
）　

自　

 　

謂 

レ

不
レ﹇ズ
ト
﹈能
﹇
ハ
﹈
於
辞
│
命
一﹇ニ
﹈者
、欲
レ﹇ス
ル
﹈

　

使
二﹇ン
コ
ト
ヲ
﹈学
│
者
﹇
ヲ
シ
テ
﹈ 

務
﹇
メ
﹈

　

本
﹇
ヲ
﹈
而
│
己
。

　

曰
﹇
ク
﹈、
悪

﹇
ア
ゝ
﹈是

﹇
レ
﹈
何
│﹇
ン
ト
﹈言
﹇
フ
コ
ト
ゾ
﹈
也
。
昔
│﹇
シ
﹈

　

者
、
子
貢 

問
二﹇テ
﹈

　

於
孔
子
一
曰
﹇
ク
﹈、
夫
子
﹇
ハ
﹈
聖
﹇
ナ
ル
﹈
矣
﹇
カ
﹈
乎
。
孔
子
﹇
ノ
﹈
曰
、
聖
﹇
ハ
﹈
則

吾
﹇
レ
﹈
不
レ﹇ズ
﹈能
﹇
ハ
﹈。
我
﹇
ハ
﹈
学
﹇
テ
﹈
不﹇

ズ
﹈レ

厭
﹇
ハ
﹈、而
教
﹇
テ
﹈
不
レ﹇ズ
ト
﹈倦
﹇
マ
﹈
也
。

子
貢
﹇
ガ
﹈
曰
﹇
ク
﹈、学
﹇
テ
﹈
不
レ﹇ル
ハ
﹈厭
﹇
ハ
﹈
智
﹇
ナ
リ
﹈
也
。
教
﹇
テ
﹈
不
﹇
ル
ハ
﹈
倦
﹇
マ
﹈

仁
﹇
ナ
リ
﹈
也
。
仁
﹇
ニ
シ
テ
﹈
且
﹇
ツ
﹈
智
﹇
ア
ラ
バ
﹈、夫
子
﹇
ハ
﹈（
13
ウ
）　 

既
﹇
ニ
﹈
聖
﹇
ナ
リ
﹈

矣
。
夫
﹇
レ
﹈
聖
﹇
ニ
ハ
﹈
孔
子
﹇
ダ（
ニ
）モ
﹈
不
レ﹇ズ
﹈居
。
是
﹇
レ
﹈
何
﹇
ン
ト
﹈
言
﹇
コ
ト
ゾ
﹈
也
。

　

註

悪
（
ア
ゝ
）﹇

ハ
﹈
驚
│
歎
﹇
ノ
﹈
辞
也
。
昔
│
者
﹇
ハ
﹈
以
│
下
孟
子 

不﹇
ズ
﹈

三

敢
﹇
テ
﹈

当
二﹇ラ
﹈
丑
之
言
一﹇ニ
﹈

　
、
而
引
二﹇テ
﹈
孔
子 

子
貢 

問
│

答
﹇
ノ
﹈
之
辞
一﹇ヲ
﹈

　

、
以
﹇
テ
﹈
告
レ﹇グ
﹈之
﹇
ニ
﹈
也
。
此
夫
子
﹇
ハ
﹈
指
二﹇ス
﹈ 

如﹇
シ
﹈

レ　

此
﹇
ノ
﹈。
豈
不
﹇
ン
﹈

二　

慥
│
慥
一﹇ナ
ラ
﹈
　

乎
﹇
ヤ
﹈。

賛
二
│
義
﹇
ス
ル
﹈

之
﹇
ヲ
﹈

一　

也﹇
ナ
リ
﹈。
凡﹇
ソ
﹈
此
│﹇
レ
﹈ 

皆
不﹇
ズ
﹈

レ

遠
レ﹇カ
ラ
﹈人﹇
ニ
﹈。
以﹇
テ
﹈

為
レ﹇ル
ノ
﹈
　

道
﹇
ト
﹈
之
事
、　　張
子
﹇
ノ
﹈
所
謂
以
﹇
テ
﹈

二　

責
レ﹇ル
﹈人
﹇
ヲ
﹈

之
心
﹇
ヲ
﹈

一　

責﹇
レ
バ
﹈

レ　

己
﹇
ヲ
﹈、
則
尽
﹇
ス
ト
﹈

レ　

道
﹇
ヲ
﹈
是
﹇
ナ
リ
﹈
也
。

　

宰
我 

子
貢
﹇
ハ
﹈

善
﹇
ク
﹈

為﹇
ナ
ス
﹈ニ

説
│
辞
一﹇ヲ
﹈

　
。
丹
牛（
求
） 

閔
子

顔
淵
﹇
ハ
﹈
善
﹇
ク
﹈
言
二﹇フ
﹈徳
│
行
一﹇ヲ
﹈

　

。
孔
子
﹇
ハ
﹈
兼（
カ
）レ﹇ネ
タ
マ
ヘ
リ
﹈之
﹇
ヲ
﹈。

（
12
オ
）　

曰
〔
ノ
〕（
タ
マ
ハ
ク
）

 、 

我
﹇
レ
﹈
於﹇
テ
﹈

二　

辞
│
命
﹇
ニ
﹈

一　

則
不﹇
ズ
ト
﹈

レ

能
﹇
ハ
﹈
也
。

然
﹇
ラ
バ
﹈
則
夫
子
﹇
ハ
﹈
既
﹇
ニ
﹈
聖
﹇
ナ
ル
﹈
矣
﹇
カ
﹈
乎
。

　

註

此
一
│
節
林
子
以
（
オ
モ
ヘ
ラ
）

│
為
﹇
ク
﹈、
皆　

公
孫
丑
﹇
ガ
﹈
之
問
﹇
ヒ
﹈

是
﹇
ナ
リ
﹈也
。
説
│
辞﹇
ハ
﹈
言
│
語
也
。
徳
│
行﹇
ハ
﹈
得
二﹇テ
﹈於
心
一﹇ニ
﹈

　

、

而
見

（
ア
ラ
）二﹇ハ
ル
﹈於
行
│
事
一﹇ニ
﹈者
也
。
三
│
子
﹇
ノ
﹈
善
﹇
ク
﹈
言
二﹇フ
﹈徳
│

行
一﹇ヲ
﹈者
﹇
ハ
﹈、身
有
レ
之
﹇
レ
﹈
故
﹇
ニ
﹈
言
レ﹇コ
ト
﹈之
﹇
ヲ
﹈（
12
ウ
）　

親

│
切
﹇
ニ
シ
テ
﹈
而
有
レ﹇リ
﹈
味
﹇
ヒ
﹈
也
。
公
孫
丑 

言
（
イ
フ
）﹇

コ
コ
ロ
ハ
﹈、
数
│
子

各﹇
く
﹈
有
レ﹇リ
﹈所

レ
長
﹇
ズ
ル
﹈、而
孔
子
﹇
ハ
﹈
兼（
カ
）レ﹇ネ
タ
マ
フ
﹈之
﹇
ヲ
﹈。
然
﹇
ド
モ
﹈

猶
﹇
ヲ
﹈
自　
　

 

謂
﹇
ノ
タ
マ
フ
﹈

レ　

不
レ﹇ズ
ト
﹈
能
二﹇ハ
﹈
於
辞
│
命
一﹇ニ
﹈

　

。
今
孟
子

（
七
）

﹇
ミ
﹈（
ヅ
カ
ラ
）﹇
ノ
タ
マ
フ
ハ
﹈

﹇
ミ
﹈（
ヅ
カ
ラ
）
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﹇
ノ
﹈
不
レ﹇ル
ニ
﹈
昧

（
ク
ラ
）二﹇カ
ラ
﹈於
所
﹇
ニ
﹈
　

従
﹇
フ
﹈
矣
。

　

コ
レ
ラ
ノ
語
ヲ
見
テ
、
能
ク
、
意
│
味
ヲ
、
識
│
得
ス
ベ
キ
事
ニ
コ

ソ
（
15
ウ
）

　

于
時

　
　

正
徳
五
未
年
清
明
日

　
　
　

洛
陽 

二
条
於
于
嵯
峨
口
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
佐
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恕
子

本
書
の
翻
刻
掲
載
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

孔
子
﹇一ヲ
﹈

也
。
学
﹇
テ
﹈

不﹇
ル
ハ
﹈

レ　

厭
﹇
ハ
﹈

者
、
智
﹇
ノ
﹈

之
所

二│

（
14
オ
）　

以
自
│　
　

明
一﹇ナ
ル
﹈

　

、
教
﹇
テ
﹈
不
﹇
ル
ハ
﹈

レ　
　

倦
﹇
マ
﹈
者
、

仁
﹇
ノ
﹈
所
二│
以
及﹇
ブ
﹈

　

物
﹇
ニ
﹈。
再
﹇
タ
ビ
﹈
言
二﹇テ
﹈是
﹇
レ
﹈
何
│﹇
ン
ト
﹈

　

言
一﹇コ
ト
ゾ
ト
﹈也
。
以
﹇
テ
﹈
深
﹇
ク
﹈

拒
（
フ
セ
）レ﹇グ
﹈之
﹇
ヲ
﹈。

　

子 

曰
、古
﹇
ヘ
ノ
﹈
之
学
│
者
﹇
ハ
﹈
為﹇
ニ
ス
﹈

レ　

己
﹇
ガ
﹈。
今
﹇
ノ
﹈
之
学
│
者
﹇
ハ
﹈

為
﹇
ニ
ス
﹈

レ　

人
﹇
ノ
﹈。

　

註

程
子
﹇
ノ
﹈
曰
、
為
レ（ニ
）﹇
ス
ル
ハ
﹈己
﹇
ガ
﹈
欲
﹇
ス
﹈
レ　

得
二﹇ン
コ
ト
ヲ
﹈之
﹇
ヲ
﹈
於

（
14
ウ
） 　

己
一﹇ニ
﹈也
。
為
レ﹇ニ
ス
ル
ハ
﹈人
﹇
ノ
﹈
欲
レ﹇ス
﹈見（
レ
）﹇レン
コ
ト
ヲ
﹈
知

二﹇ラ
﹈ 

於
人
一﹇ニ
﹈也
。
程
子
曰
、古
﹇
ノ
﹈
之
学
│
者
﹇
ハ
﹈
為
レ﹇ニ
ス
﹈

　

己
﹇
ガ
﹈。

其
│﹇ノ
﹈終
﹇
リ
﹈、
至﹇
ル
﹈

二　

於
成
﹇
ス
ニ
﹈物
﹇
ヲ
﹈。
今
﹇
ノ
﹈
之
学
│
者
﹇
ハ
﹈

為
レ﹇ニ
ス
﹈人
﹇
ノ
﹈。
其
│﹇
ノ
﹈終
﹇
リ
﹈、
至
二﹇ル
﹈於
喪
﹇
フ
ニ
﹈己
﹇
ヲ
﹈。
愚
│
按

﹇
ル
ニ
﹈、
聖
│
賢
論
二﹇ズ
ル
﹈ 

学
│
者
﹇
ノ
﹈
用﹇
ル
﹈
レ　

心
﹇
ヲ
﹈
得
│
失
﹇
ノ
﹈
之

際
﹇
ヲ
﹈

一　

、
其
│﹇
ノ
﹈説
多
﹇
シ
﹈
矣
。
然
﹇
ド
モ
﹈
未﹇
ダ
﹈

﹇
ズ
﹈
下
レ
有
﹇
ラ
﹈
如
レ﹇ク
ニ
﹈此

﹇
ノ
﹈
言
﹇
ノ
﹈
之
切
﹇
ニ
シ
テ
﹈
而
要
﹇
ナ
ル
﹈
者
上
。
於
﹇
テ
﹈

レ　

此
﹇
ニ
﹈、
明
│

弁
﹇
シ
テ
﹈
而
日
﹇
く
ニ
﹈
省
レ﹇ハ
﹈

　

之
﹇
ヲ
﹈、（
15
オ
）　

則
庶

（
チ
カ
）三 

│　

乎

﹇
カ
ラ
ン
﹈

其

（
八
）

﹇
ミ
﹈（
ヅ
カ
ラ
）

（
カ
ヘ
リ
ミ
ル
）


